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① 印かん
②  町または税務署から送付された書類（送付された人のみ）
③  平成 24 年中の収入を証明するもの（給与・年金の源泉

徴収票、そのほか収入のわかるもの）
④  農業を営んでいる人は、収入金額が分かる書類と必要

経費の領収書。そのほか、耕作面積、被害証明書、農
協等支払明細など

⑤  平成 24 年中の支払証明書（国民年金保険料や生命保険
料、地震保険料の控除証明書など）

⑥  平成 24 年中の納付領収書（国民健康保険税・後期高齢
者医療保険料・介護保険料）

⑦  障害者控除のある人は身体障害者手帳など
⑧  医療費控除のある人は病院・薬局の領収書
⑨  所得税の還付申告をする人は本人名義の通帳または口

座番号のわかるもの
⑩  住宅借入金等特別控除を新規に受ける人は、登記簿謄

本、住民票の写し、売買契約書または請負契約書の写し、
住宅取得金にかかる借入金の年末残高等証明書。また、
２年目以降の人は残高等証明書と控除額計算明細書
※ただし⑩について、平成24年に入居した人は「入居初年
分」として田川税務署（申告期間中はたがわ情報センター）
で手続きをしてください。

障害者控除

医療費控除

申告に必要なもの

　障害をお持ちの
人は税金が安くな
る場合があります。
対象者は以下のと
おりです。
①手帳を持ってい
る人…身体障害者
手帳や療 育手帳、
戦傷病手帳などを
交付されている人は、手帳を持参して申告してください。
②手帳を持っていない人…手帳を交付されていない人で
も、おおむね介護３～５の介護認定を受けている65歳以上
の人は「障害者控除対象者認定書」の交付を受ければ障害
者控除を受けられます。
■認定書申請窓口　住民課第２ 福祉係
※申請には「介護保険証」「印かん」が必要です。詳しくは
お問い合わせください。
問住民課第２ 福祉係　63・3004

　平成24年１月1日から12月までで、
本人と家族の医療費が10万円または、
所得の５％を超えた分（いずれか低い
ほうの金額）については、医療費控除
が受けられますので、申告時に医療
費控除の手続きを行ってください。
■手続きに必要な書類
　医療機関、薬局（医薬品のみ）など
の領収書
※領収書は個人ごとに分け、さらに医療機関（調剤は別に）
ごとに分けてください。

税の申告が始まります
平成 24 年分所得税と平成 25 年度町県民税の申告時期になりましたので、申告をお願いします。申告期間
中の土曜、日曜日は申告の受付を行いませんが、３月３日日のみ申告の受付を行います。また、申告期限
が近付くと申告の窓口は混雑し、待ち時間も長くなります。早めの申告をお願いします。

◉申告は３月 15 日まで

平成25年１月１日現在で、18歳以上のすべての人が
対象となりますので、申告をお願いします。障害年

金、遺族年金などを受給している人や、収入がなく扶養に
なっている人も申告をしてください。平成25年度の所得証
明書などをとる予定の人や国民健康保険に加入している人
は、収入の有無に関わらず、正しい税額算定のため申告を
してください。
※申告のお知らせハガキは２月上旬に発送する予定ですが、
勤め先から役場へ給与支払報告書が提出されている人など
には発送しません。18歳以上すべての人にハガキが届くわ
けではありませんので、ご注意ください。

◉農業所得者受付

農業所得のある人は、２月 21日木（大行事地区）、22
日金（今任原地区）両日９時から15 時に田川農協大

任支所で収支明細の受付を行います。この日は、申告会場
が大変混雑することが予想されますので、ご了承ください。

◉生命保険料控除の内容が改正

平成24年分の申告から控除の合計適用限度額が12万
円となります。

▶平成24年1月１日以後に締結した保険契約などの控除
　平成24年１月１日以後に締結した保険契約など（以下「新
契約」）のうち、介護保障または医療保障を内容とする支払
い保険料などについて、介護医療保険料控除（適用限度額
４万円）が設けられました。新契約に係る一般生命保険料
や個人年金保険料の控除適用限度額は、それぞれ４万円と
されました。
▶平成23年12月31日以前に締結した保険契約などの控除
　平成23年12月31日以前に締結した保険契約など（以下

「旧契約」）は、従前の控除が適用されます。

▶新契約と旧契約の双方について控除を受ける場合
　一般生命保険料や個人年金保険料の控除適用限度額は、
それぞれ４万円とされました。

◉扶養控除

子ども手当の創設および高校の実質無償化に伴い、所
得税・町県民税ともに、16歳未満の扶養親族に対

する扶養控除が廃止されました。また、16歳以上19歳未
満の扶養親族に対する扶養控除が縮小され、扶養控除の
額は所得税38万円、町県民税33万円になります。
※16歳未満の扶養親族に対する扶養控除は廃止されました
が、町県民税の非課税限度額の算定に扶養親族の申告が
必要ですので、必ず16歳未満の扶養親族の申告をお願い
します。

◉年金等所得者の申告基準

公的年金の収入額が400万円以下で、公的年金等以
外の所得金額が20万円以下の人は所得税の確定申

告が不要になりました。
※生命保険料控除や医療費控除などの適用を受け、所得税
の還付を受ける場合は、確定申告が必要です。
※公的年金以外の所得金額が20万円以下で、所得税の確
定申告が不要の場合でも、町県民税の申告は必要です。

申告と納税はお早めに

申告期限が近付くと申告の窓口は混雑し、待ち時間も
長くなります。早めの申告をお願いします。また、納

税は期間内に済ませましょう。

問田川税務署　44・0430　役場税務課　63・3002

※３月３日日以外の土・日は休みです。

申告受付期間：２月 18日月～３月 15日金
　　　　　　　９時 30 分～ 16 時

申告受付場所：役場１階 多目的ホール

町県民税の申告は３月15日金まで　　　
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◉株式会社 大任町役場にする
　自分の給料は自分で稼ぐ。すべての歳出については、多方面か
らのデータを取って、少しでもお金のかからない方法を考えさせ
ています。
◉職員の意識改革
　ボランティア活動には積極的に参加する。各種イベントや花植
え、おおとう未来塾などに職員はボランティアで協力しています。

大任町 100 年の大計「社会復帰センター」誘致

　先月のこちら町長室でも少し触れたのですが、私が我が町のた
めに打つ最後の一手について詳しくお話しします。何度も申し上
げますが、我が町には最終目標があります。大任町 100 年の大
計、3,000 人規模の刑務所、社会復帰施設の誘致です。これをや
れば 100 年間うちの町は潰れません。施設の建設は民間型のお金
で協力して作る PFI 方式を導入します。山口県にある美祢社会復
帰促進センターもその方式でやっています。まず、銀行やゼネコ
ン、警備保障会社がベンチャーを組んでこの施設を建設。そして、
国がそれを 20 年計画で借りるんです。例えば、1,500 億刑務所
にかかったとしたら、1,500 億円を国が 20 年間で払っていきます。
施設が完成することによって、1 人当たり25 ～ 27 万円の交付税
が町に入ってきます。3,000 人分となると毎年約８億円入るため、
10 年間ためると、なんと 80 億円のお金がたまります。そして、
今の刑務所は、大きな塀なんかありません。全てコンピュータで
管理をされています。施設もとても綺麗で、まるでリゾート施設
みたいな建物です。

行政が稼ぐ時代になってきた
　施設が完成して動き始めると、１日１万５百食の食材が必要に
なります。この食材が大量に必要になることによって、田川地域
の基幹産業である農業を盛り上げることができます。これら食材
を田川地区で生産し、どんどん農業所得をあげて地域を元気にし
ていけます。ただし、ここに町がもうかるための仕掛けがあるん
です。社会復帰センターに卸す食材は、道の駅のレジを通して株
式会社おおとう桜街道が３％の手数料をもらうようにします。観
光農園の野菜や果物も納豆工場の納豆も毎日社会復帰センターに
卸せばいいんです。戦略的な行政運営をやるということ、それには、
一歩を踏み出す勇気とここぞという時の決断力が必要になります。
失敗を恐れていてはいけません。

意識改革＋人材育成 = 地域活性化
　地域の活性化で忘れてならないの
は、お金を回して経済を活性化させ、
雇用を作ることだけではなく。人材を
育てるための環境整備が必要になって
きます。そこで私が現在行なっている
のは、低迷する学力を底上げするため
の教育改革。なぜ、そこに力を入れて
いるのかというと、我々田川地域は学
力レベルも低く進学校もない。社会復
帰センターの誘致をしたいなら、そう
いうものを作ってくださいというのが、
法務省の第一要求なんです。それで、

我が町では福岡県下でも初めての取り組みとして、平成 24 年４
月に「おおとう未来塾」を開設しました。小学校高学年や中学生を
対象に町が講師を雇って無料で、食事送迎付きで塾に参加させて
います。子どもたちに毎日勉強する習慣を身につけさせるために
力を合わせて頑張っています。

一部事務組合立中学校
　そして更なる一手。県知事や県の教育長とは話していますけど、
一部事務組合立の中学校を作る。８つの行政が一つになって、田川
でエリート教育を行う。小学６年生に統一試験を受けさせて、この
中学校に入学させる。そこで、優秀な人材を育てて、将来国立大
学や有名私立大学に合格できる生徒を養成する。今年から動き出
しますので、４年後には開校を目指したいと考えています。開校す
ると、保護者の人たちはこの学校に自分の子どもを行かせようと考
えると思います。そうすると、この学校に入学するには、勉強させ
なければならないとなりますので、当然学力は上がってくる。ただ
し、教育関係者からは、義務教育はどの子も平等に扱わなければい
けないと反対の声も聞こえてきます。しかし、それにならって今ま
でやってきた結果、田川の学力は一番低い。だから、現状を打破す
べく、一部事務組合立中学校を作ろうと私が発信しました。これを
10 年前にやっておけば、今ごろ花が咲いていたかもしれません。し
かし、このまま放置してもどんどん悪くなるばかりです。今、中学
生が田川から福岡市や北九州市、中高一貫校などいろいろなところ
に、どんどん流出しています。この生徒たちをほかの地域に流出さ
せず、地元田川で育てる。そして、どんどん企業に来てもらえる環
境づくりに力を入れるということで、現在取り組んでいます。また、
下の写真にもありますように、１月23日には、田川市民会館で一

部事務組合立中学校新設準備会発会式
が開催されました。実行委員である田
川市郡の市町村長や顧問である筑豊教
育事務所関係者、専門部会である各市
町村担当者などが集まり、設立に向け
て確実な一歩を踏み出しました。
　我が町は、昔の型にとらわれず古い
殻を破り、積極的に行政改革を進めて
いきます。今後も、田川地区全体を活
性化させるためにも、立ち止まること
なく進んで行きたいと考えております
ので、ご理解とご協力をよろしくお願
いします。

　立春のころ、皆さまいかがお過ごしでしょうか。私は、１月17
日にヒルトン福岡シーホークホテルで開催された「グローバル・
経営者フォーラム IN 九州」に講師として招かれました。今回のこ
ちら町長室では、そこでお話ししてきた内容の一部を抜粋して紹
介いたします。

大任町のイメージアップ大作戦

　田川地区は産炭地域
で、石炭から石油にエネ
ルギーの転換後、廃れて
いき人口の減少も甚だし
く我が町は過疎地に指定
されています。さらに、
イメージの悪い町として全国的にも有名でもありました。そこで、
町民の皆さんの信頼を得るため、また、町のイメージアップのた
め、目に見える町づくりを行ないました。水辺公園やさくら街道
の整備、花いっぱい運動の推進、町営住宅の建て替え、道の駅の
建設などを行なってきました。そして、特産品開発に取り組むため、
しじみの養殖場やハウス栽培施設、納豆工場など、子どもたちが
自信を持って話せるふるさとにするために、あらゆる手を打ってい
ます。

地域活性化のために人材育成
◉イエス・ノーをはっきりと言う行政運営
　優柔不断な回答は、日々雪だるま式に大きくなり、大きな問題
に発展することもあります。職員には、優柔不断な回答をしない
よう、重々言っています。

意識改革＋人材育成 = 地域活性化

　１月 17 日、ヒルトン福岡シーホークホテルでグローバル・
経営者フォーラムＩＮ九州が開催され、永原町長が分科会の
講師として登壇。会場がほぼ満席の約 120 人が出席する中

「行政と株式会社を統合した新しい成果」という題目で、自
身が行ってきたあらゆる施策について熱く語りました。

ふたたび町づくりについて講演×こちら町長室
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　１月９日、今任町民会館の茶室で茶道教室の
初げいこである「初釜」が行われ、町内から12
人のお弟子さんが集合。茶室には『来年も元気で
会えますように』と結び柳が飾られていました。
　朝から着付けに精を出し、あでやかな着物

姿に身を包んで茶室に集まった皆さんに、鈴木隆幸先生（峰）
がお茶を振る舞いました。お茶を順に味わい、
和やかに談笑しながら、ゆっくりとした時間
が流れていました。

　12 月 24 日、道の駅おおとう桜街道もみじ館でクリスマス
コンサートが行われました。コンサートには、たくさんの人
が訪れ、心躍らせる演奏を楽しんで聴いていました。
　息がぴったり合った歌声を披露した REIKA シスターズ、踊
るようなタッチで演奏した重松一大さん、透明感あふれる音
色を奏でた窪田修子さん（ピアノ）と森山仁美さん（フルート）、
パワフルな音色で会場を圧倒した風見鶏。来場者からは、演
奏を終えた出演者たちに惜しみない拍手が贈られており、ク
リスマスイブを美しく彩るひとときとなったようです。

　１月20日、レインボーホールで「大任町消防出初式」が挙
行され、会場には佐々木正憲団長以下、134人の消防団員が
整列し、辞令交付や表彰授与が行われました。なお、出初式
で行われた各種表彰は次のとおりです。

【消防庁長官表彰】
▶永年勤続功労章　安武 行人（第３分団 分団長）

【福岡県知事感謝状】
▶永年勤続　坂木 益美（第２分団 副分団長）、内村 幸男（本
部 部長）、鈴木 康裕（本部 班長）、岩下 弘志（第１分団 部長）、
坂本 憲一（第１分団 部長）、高木 恵二（第２分団 副部長）、
楠木 浩二（第３分団 班長）

【日本消防協会】
▶精績章　長原 敬二（第４分団 分団長）▶勤続章　矢吹 伸二

（本部 部長）、田丸 広一（本部 部長）
【福岡県消防協会長表彰】
▶永年勤続表彰　◉ 30年 松田 和久（第１分団 分団長）、岩本 
修（第３分団 部長）◉ 25年 是末 昭二（第１分団 副分団長）、
小松 富春（第１分団 副部長）、柳瀬 敦（第３分団 副部長）◉20
年 内村 幸男（本部 部長）、鈴木 康裕（本部 班長）、岩下 弘志

（第１分団 部長）、坂本 憲一（第１分団 部長）、坂木 益美（第
２分団 副分団長）、高木 恵二（第２分団 副部長）、楠木 浩二

（第３分団 班長）◉15年 浦野 義信（本部 部長）、稲垣 信彦（第
２分団 班長）、安武 卓己（第３分団 団員）、楠木 哲也（第３
分団 団員）◉ 10年 丹村 博行（第２分団 班長）、安武 友也（第
３分団 団員）、伊藤 司（第３分団 団員）
▶優良団員表彰
　藤崎 道也（第１分団 班長）、中山 謙一（第２分団 団員）、
加口 泰生（第２分団 団員）、浦野 大樹（第３分団 団員）、大
場 英治（第３分団 団員）、浦野 康勝（第４分団 団員）、﨑野 
正輝（第４分団 団員）
▶親子消防団員表彰
　鈴木 幸治・雅也（第２分団 部長・団員）、丹村 博行・勇気・光（第
２分団 班長・団員・団員）、安武 秀樹・親秀（第３分団 部長・団員）

【田川郡消防支部連合会長表彰】
▶優良団員表彰
　坂本 年行（第２分団 分団長）、田丸 広一（本部 部長）、岩下 
弘志（第１分団 部長）

　12 月 20 日、大任町公民館に門松が設置されました。これ
はボランティア活動の盛んな大任中学校の生徒、有志 10 人
が集まり、保護者会の空き時間を利用して制作したもので、
今年で３度目の寄贈になります。
　竹班と土台班に分かれ、材料集めから竹の切断、飾り付けに至
るまで一から作り上げました。生徒達に苦労した点を尋ねると「い
ろいろありますが竹を洗うとき、水が冷たく、なによりつらかった。」
とのこと。「協力し合い信頼感が生まれ、すがすがしい気持ちに
なれた。」とボランティア活動の素晴らしさを語ってくれました。

新春の風情あふれる稽
けい

古
こ

始め
茶道教室で初釜を実施

すてきな空間ですてきな演奏会
道の駅でクリスマスコンサート開催

火災・防災への決意を再確認
平成25年大任町消防団出初式

大任中学校の新たな伝統
公民館に新年の門松を奉納

▼炭のいい香りがいっぱいに立ちこめる茶室で初げいこが行われました

▼たくさんの人がコンサートに訪れ立ち見が出るほどの大盛況でした

▼この日集まった勇壮な消防団員たちが壇上に向かって一斉に敬礼

▼監督した保健の篠原先生（右下）や役場職員（左下）と記念撮影

まちの話題問 総務課 広報係　☎ 63・3000

身近な税について学びました
今任小学校で租税教室を開催

毎年恒例の清掃活動で感謝を表現
田川ホークス新年の清掃活動

　１月11日、今任小学校で租税教室を実施。川崎町役場税
務課職員２人が来校し、６年生の児童を対象に税について授
業を行いました。
　授業は、税が何に使われているか何に役立っているのかな
どを児童に問いかけながらクイズ形式で進められていました。
公園や図書館など公共施設、それ以外に安全や安心、健康な
どを守るためにも使われていることを講師が話すと、児童た
ちは身近な話に関心を持ったようでした。税の意義について
考え、調べる有意義な時間となったようです。

　１月５日、練習始めのこの日、毎年恒例のランニングで三
社参りを終えた田川ホークスの選手たちは、球場内の清掃と
球場周辺のゴミ拾いを行いました。
　毎年、シーズン前と年末に行っているゴミ拾い。昨年末の
練習納めの日があいにくの雨で、今年に持ち越した形になり
ました。石部 陸（桑原）キャプテンは「いつも練習させていた
だいている球場なので大事にしたい。これで、今年一年、新
たな気持ちで野球に打ち込めます。」と爽やかな笑顔で語って
くれました。

▲小学校の校舎や教科書、実験器具などにも税金が使われています

▲福岡県消防協会長表彰で永年勤続表彰をされる19人の消防団員

▲左から永原 一斗さん鈴木 光広さん長原 隆之さん伊藤 嘉彦さん

▲ゴミは空缶をはじめとして町のゴミ袋８袋分とたくさん集まりました



教育課（学校教育係・社会教
育係）

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G体育館・B&G海洋センター・サ
ボテンハウス ☎63・4832

ふるさと館おおとう ☎41・2055

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

事業課 ☎63・3001

税務課 ☎63・3002

住民課第２（福祉全般・後期高
齢者保険・国民健康保険・国
民年金・同対係）☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場

くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課第１（戸籍・衛生）☎63・3003

☎63・2242

総務課・企画財政課　☎63・3000

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課
第
２ 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５

2013.2月号9 2013.2月号 8

　大任町の水道水は、大任町浄水場からは大行事地区、柿原水源からは今任原
地区へ配水を行っており、この２ヵ所から毎日約 2,700トンの水が、各家庭へと
給水されています。通常は安定供給できているのですが、時季によっては水が不
足する問題が発生し、給水制限や夜間断水を行わなければならないことがありま
す。このような問題を解決するために、町では島台浄水場を新設しています。
　新しく浄水場を建設することで水不足は
解消できるのですが、建設費用も多くかか
かっています。さらに各施設は、激しい老
朽化で配水池の破損や加圧器など管理機
械の不具合により、正常給水が行えない状
況が発生しています。これらの問題を解決
し、安全安心な水を確保するには、早急に
施設の改修を行わなくてはなりません。
　また、浄水場の新設や施設の改修など
には、多くの借入金が必要になります。そのお金は、町民の皆さんの力を借りな
がら、返済していかなくてはなりません。そのため、いずれは水道料金の値上げ
に踏み切らなくてはならない時が来ると考えられます。値上げは、町民の皆さん
に安全で安定した水の供給を目的としたものとなっていますので、皆さんのご理
解とご協力をよろしくお願いします。
問水道課　☎63・3293

　田川地区消防本部管内の平成24年中の火災・救急・救助の概要は下記のとお
りでした。
■火災について
　平成 24 年中の火災件数は、68 件でした。昨年の 96 件から28 件の減少となっ
ています。内訳は、建物火災 30 件、林野火災２件、車両火災２件、その他の火
災 34 件、火災による死傷者は、死者１人、負傷者７人でした。出火の原因では、
放火 13 件、たばこ９件、たき火５件が上位となっています。
■救急について
　平成 24 年中の救急出動件数は、7,758 件、搬送した人員は 7,246 人。昨年
と比較して救急出動件数は、458 件、搬送した人員は 476 人の減少となってい
ます。事故種別では、１位が急病の 4,627 件で、次いで病院から病院への転院
が 1,118 件となっています。田川地区管内では、搬送される人の大部分を高齢者
が占めており、搬送人数 4,545 人、搬送率 62.7％となっています。これは、高
齢化率が高いことが要因として考えられます。また田川地区管内に救急３次病院
が無いことから、管轄区域外への搬送の増加も目立っている状況です。
■救助について
　平成 24 年中の救助出動件数は 144 件で、そのうち救助活動を行った件数は
86 件、救助された人員は 83 人でした。救助活動の主なものは、交通事故が 22
件、火災が 21件と上位を占めています。
■寿浦一成消防長のコメント
　福岡県では、平成 21年６月から全ての住宅に、住宅用火災警報器の設置が義
務付けられています。田川地区消防本部では、あらゆる機会を利用して住宅用火
災警報器の設置率の向上に努めておりますが、平成 24 年末現在での設置率は

72％です。火災から尊い命を守るためにも、
住宅用火災警報器の設置をお願いします。
また、田川地区の救急車の年間出動件数は、
依然高い水準にあります。５台の救急車す
べてが出動することもあり、重篤な救急患
者への対応に支障が生じることもあるため、
今後も救急車の正しい利用をお願いします。
問田川地区消防本部 予防課　☎ 44・6256

Information
　安定した水源確保と清浄な水の安定給水

　平成 24 年火災・救急・救助統計のお知らせ
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自
衛
官
等
採
用
試
験
の
案
内

締め切り間近です
４月７日日開催　申込期限は２月28日木

　町では、４月７日日に開催される「第 23
回 花としじみの里 おおとうマラソン」の参
加者を募集しています。大勢で桜吹雪が舞
う春のさくら街道を駆け抜けてみませんか。
　参加申込書は、役場やレインボーホール
などに置いています。また、参加希望者に
は申込書を郵送します。
■名称　第 23 回 花としじみの里

おおとうマラソン
■とき　４月７日日【雨天決行】
■ところ　大任町Ｂ＆Ｇ海洋センター
■コース　町道大任中央線（さくら街道）
■種目〔スタート時刻〕
　▶２㎞〔10：00 ～〕【中学生以下は１分後】
　▶５㎞〔10：25 ～〕
　▶10㎞〔10：35 ～〕
■参加料
　▶一般　　　3,000 円
　▶高校生　　1,000 円
　▶中学生以下　　無料
※ 申し込み後は、参加料の返金はできませ

ん。あらかじめご了承ください
■申し込み方法
　高校生・一般の参加者は、郵便振替払込
取扱票に必要事項を記入の上、参加料を添
えて郵便局で申し込んでください。入金確
認後にゼッケン引換券を郵送します。中学
生以下の参加者は、郵便振替払込取扱票に
必要事項を記入の上、封筒に入れて事務局
まで送ってください。受け付け後、ゼッケ
ン引換券を郵送します。
　また、役場企画財政課内のマラソン事務
局窓口でも受け付けています。
■申込期限　２月 28 日木 必着
問企画財政課 おおとうマラソン事務局
　☎ 63・3000
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続きますが、流行を最小限に抑えるた
めにも一週間は安静にしておくことが
大切です。

治療は？
　十分な体力と免疫力があれば、通常
のかぜより症状が激しいとしても自然
に治ります。しかし高齢者や慢性の病
気をお持ちの方
は合併症を併発
することが多い
ので早めに医療
機関を受診しま
しょう。また、早
めに治療するこ
とは、自分の身体を守るためだけでな
く周りの人にインフルエンザをうつさ
ないという意味でも重要になります。

予防は？
　インフルエンザは冬場に流行しま
す。それはインフルエンザが空気感染
すること、冬場は空気が乾燥し、気道
粘膜の抵抗力を弱めることなど全ての

インフルエンザとは、インフル
エンザウイルスの感染に

よっておこる病気です。通常のかぜと
比べ症状が重く
全身症状も現れ
ます。そのため、
高齢者がかかる
と肺炎を併発し
たり、最悪の場
合は死に至ることもあります。
 今回は、そんなインフルエンザにつ
いてご説明します。

症状は？
　感染後１～３日間の潜伏期間を経て
突然38 ～ 40度の高熱が出て発病し
ます。それと同時に悪寒や頭痛、背中

や四股の筋肉痛、
関節痛、全身倦
怠感などの症状
が 現れます。こ
れに続いて鼻水、
のどの痛みなど
が３～７日間程度

まちの介護福祉講座

口内のケアを
怠ると…

念のため予防接種を受けることをおすすめします。
いきいき
国保

Vol. 67

最悪の場合は死に至るインフルエンザ。
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管
に
入
っ
て
し
ま
い
、

肺
の
中
で
細
菌
な
ど
が
繁
殖
し
て
起
こ

る
も
の
で
す
。

　

誤
嚥
は
元
気
な
人
で
も
、
お
し
ゃ
べ

り
を
し
な
が
ら
の
食
事
な
ど
で
起
こ
り

ま
す
し
、
麺
食
の
文
化
が
な
い
国
の
人

た
ち
は
麺
を
す
す
る
だ
け
で
誤
嚥
し
て

し
ま
う
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
普
通
は

こ
こ
で
、
気
道
の
防
御
反
応
と
し
て
咳

や
む
せ
が
生
じ
て
異
物
が
排
除
さ
れ
る

の
で
す
が
、
咳
を
す
る
力
が
弱
ま
る
と

十
分
に
異
物
を
出
せ
な
く
な
る
の
で
す
。

　
そ
れ
で
は
な
ぜ
誤
嚥
が
起
こ
る
の
か
。

呼
吸
や
会
話
な
ど
を
し
て
い
る
時
は
気

道
が
開
い
て
い
て
食
道
は
閉
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
ゴ
ッ
ク
ン
と
食
べ
物
や
飲

み
物
、
唾
液
な
ど
を
飲
み
込
む
際
に
気

道
に
ふ
た
が
さ
れ
、
食
道
が
開
く
の
で

す
が
、
脳
卒
中
の
後
遺
症
や
認
知
症
な

ど
に
よ
り
、
気
道
の
ふ
た
が
不
十
分
だ
っ

た
り
、
ふ
た
の
動
き
が
遅
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
に
よ
り
誤
嚥
が
起
き
て
し
ま
う

の
で
す
。
特
に
水
や
お
茶
、
汁
物
な
ど

は
の
ど
を
通
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
の
で
、

誤
嚥
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
こ

で
飲
み
物
に
と
ろ
み
を
付
け
る
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
る
の
で
す
が
、

食
事
に
気
を
付
け
る
だ
け
で
は
誤
嚥
性

肺
炎
を
防
ぐ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
脳
卒
中
が
原
因
で
飲
み
込

み
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
り
、
胃
に
直

接
栄
養
を
流
し
込
む
胃
ろ
う
と
い
う
処

置
が
な
さ
れ
、
口
か
ら
の
食
事
を
さ
れ

て
い
な
い
人
に
も
誤
嚥
性
肺
炎
は
多
い

の
で
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
眠
っ
て
い

る
間
な
ど
に
唾
液
を
誤
嚥
し
て
し
ま
う

こ
と
に
よ
り
発
症
す
る
の
で
す
が
、
実

は
人
間
の
口
の
中
に
は
何
ら
か
の
雑
菌

が
い
て
、
口
内
の
ケ
ア
が
不
十
分
に
な

る
と
こ
の
雑
菌
が
増
殖
し
て
し
ま
い
、

そ
れ
が
唾
液
に
よ
り
肺
の
中
に
入
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

　

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
口
内
の
ケ

ア
で
す
。
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
は
な
く
歯

間
ブ
ラ
シ
や
ス
ポ
ン
ジ
ブ
ラ
シ
な
ど
で
、

歯
だ
け
で
は
な
く
舌
や
口
内
全
体
の
ケ

ア
が
必
要
で
す
。
し
っ
か
り
と
口
内
の

ケ
ア
を
し
て
い
る
人
と
、
そ
う
で
な
い

人
と
比
べ
る
と
、
明
ら
か
に
誤
嚥
性
肺

炎
の
発
症
率
が
低
い
と
の
結
果
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

面で好条件が整っているからです。予
防に努めましょう。
◎予防接種　インフルエンザの予防接
種を受けたら絶対にインフルエンザ
にかからないというわけではありませ
ん。予防接種は、あくまでも病気をか
かりにくくしたり、かかっても重くな
らないようにすることが目的です。
◎日常生活　①人ごみを避ける。②外
出後はうがい手洗いをする。③室内の
湿度を保つ。④体力を保つ。⑤マスク
を着用する。などです。
　インフルエンザに感染したら、でき
るだけ安静にし、十分な睡眠と栄養を
とり体力をつけ
ることが必要で
す。また、ウイ
ルスの空気中で
の活動を抑える
ために室内の湿
度を60 ～ 70％に保ち、水分を十分
に補ってあげることで脱水症状を予防
しましょう。
問住民課第２ 国保係　☎63・3004

　
今
月
号
は
、
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
火
ゴ
テ
や
火
の
し
、

火
ア
イ
ロ
ン（
以
下
昔
の
ア
イ
ロ
ン
）に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
昔
の
ア
イ
ロ
ン
と
い
っ
て
も
、
使
っ
た

こ
と
の
あ
る
人
以
外
は
何
の
道
具
か
分

か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
館
に

小
学
生
が
見
学
に
来
た
際
も
、
火
ア
イ

ロ
ン
以
外
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
現
在
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
ア

イ
ロ
ン
と
同
じ
く
布
地
の
シ
ワ
を
伸
ば
す

役
割
を
持
っ
た
道
具
で
す
。

　
現
在
の
ア
イ
ロ
ン
と
大
き
く
異
な
る

と
こ
ろ
は
、
電
気
を
使
わ
な
い
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。
昔
の
ア
イ
ロ
ン
は
、
炭
火
を

熱
源
と
し
て
使
用
す
る
と
こ
ろ
が
、
現

在
の
ア
イ
ロ
ン
と
大
き
く
異
な
る
特
徴
で

す
。細
か
い
点
で
は
、温
度
調
節
や
ス
チ
ー

ム
機
能
の
有
無
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
火
ゴ
テ
は
、
柄
の
先
に
三
角
形
の
鉄

製
の
コ
テ
が
つ
い
て
お
り
、
そ
の
部
分
を

炭
火
な
ど
で
直
接
熱
し
て
使
用
し
ま
し

た
。
温
度
調
節
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
狭

い
範
囲
の
シ
ワ
取
り
や
カ
タ
を
つ
け
る
作

業
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
火
の
し
は
、ひ
し
ゃ
く
の
よ
う
な
形
で
、

長
い
柄
の
先
に
真
ち
ゅ
う
製
の
容
器
が
つ

い
て
い
ま
す
。
容
器
の
中
に
炭
火
を
入
れ

て
熱
し
、
そ
の
熱
と
容
器
の
重
さ
に
よ
っ

て
布
地
の
シ
ワ
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。

昔
の
ア
イ
ロ
ン
の
話

第 87 話

▶
炭
火
を
入
れ
て
熱
と
重
さ
を
利
用
す
る
火
の
し

▶
炭
火
で
直
接
熱
し
て
使
う
火
ゴ
テ

◀
今
の
ア
イ
ロ
ン
と
似
て
い
る
火
ア
イ
ロ
ン

●作品名　「サイシン（分福茶釜）」
（大任町文化連盟 つくし植物友の会から選出）
●作者　﨑山 慧 さん

●コメント「交配したものをもらって、５
年間大切に育ててきました。これは、最
近やっと咲いた花で、目にしたときは珍
しいなと関心を持ちました。これからも
大切に育てて、株を増やして行きたいと
思っています。」

手
早
く
布
に
あ
て
る
と
シ
ワ
が
伸
び
ず
、

布
に
あ
て
す
ぎ
る
と
布
が
焦
げ
て
し
ま

う
な
ど
、
取
り
扱
い
に
コ
ツ
が
必
要
で
し

た
。
火
の
し
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
中

ご
ろ
に
中
国
か
ら
伝
わ
り
、
急
速
に
普

及
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　
火
ア
イ
ロ
ン
は
、
明
治
時
代
に
な
っ
て

西
洋
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
す
。
現
在
の

ア
イ
ロ
ン
と
形
が
そ
っ
く
り
で
す
。
取
っ

手
が
木
製
で
あ
る
以
外
は
鉄
製
で
、
取
っ

手
の
下
の
上
ぶ
た
が
開
閉
で
き
、
そ
の
中

に
入
れ
る
炭
火
の
量
で
温
度
調
節
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
下
に
並
ん

だ
小
さ
な
穴
か
ら
空
気
が
入
っ
て
、
煙
突

か
ら
ガ
ス
が
抜
け
る
こ
と
に
よ
り
、
長
時

間
使
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昔
の
ア
イ
ロ
ン
は
、
長
年
に
わ
た
り

人
々
の
生
活
に
溶
け
込
み
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
道
具
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
30
年
代
後
半
を
境

に
電
気
式
の
ア
イ
ロ
ン
に
取
っ
て
代
わ
ら

れ
、
そ
の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。

問
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

☎
41
・
２
０
５
５

No. ６

●種　属　ウチワサボテン亜科（パキケレウス属）
●原産地　メキシコ
●特　徴　白い花が直径６㎝ほどの大きさで咲く。
サボテンの成長は早いが、かなり大きくならない
と花が咲くことはないため、この花を目にするこ
とは少なく貴重である。
問サボテンハウス　☎ 63 ・4832

武ぶ

倫り
ん

柱
ち
ゅ
う
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　本年度、今任小学校では、福岡県教育委員会の委託に
より「鍛えよう！ほめよう！学校の教育力向上プロジェク
ト」に取り組んでいます。この事業は「福岡の子どもを鍛え
て、ほめて、可能性を伸ばそう！」をコンセプトに、子ど
もが抱える４つの本質的な課題（「学ぶ意欲」「自尊感情」

「規範意識」「体力等」の低下）の解決に効果的な取り組み
を行い、学校の教育
力の向上を図ろうと
するものです。
　実践の内容は、委
託された学校に任さ
れていますので、本
校では「めざせ！読
書大好き今任っ子」
をテーマに、子ども
たちの読書活動の推
進に取り組むこととしました。読書リーダーによる読み聞
かせを行ったり保護者やボランティア、教師などを対象
とした研修会を実施したり、さまざまな取り組みを行って
います。また、11月から12月にかけての家庭読書の日の
記録では、子どもが、父母や祖父母、弟妹に本を読んで
聞かせたり保護者が読み聞かせをしたりするなど、各家
庭でさまざまな取り組みが行われたことがわかりました。
　また、１月26日土には、佐賀女子短期大学教授の白根
恵子先生をお招きし「読書が育てるもの」と題して講演会
を行い、保護者や教員、ボランティアの皆さんで、子ど
もにとっての読書の大切さについてあらためて学ぶこと
ができました。
　大任町では昨年度から両小学校に学校図書館職員が配
置され、子どもたちの図書室利用も増えています。さら
に、この「めざせ！読書大好き今任っ子」の事業をとおし
て、感性を育み、心豊かな子どもたちを育てていこうと
思っています。また、それが学力の向上を支えることに
つながるとも考えています。
問教育委員会 教育課 学校教育係　☎63・2242

「めざせ！読書大好き今任っ子」

教 育 信通 今 校学任 小

New Books

図書室だより
問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 図 書 /10 冊
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

日 月 火 水 木 金 土

27 28 27 28 31 １ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 １ ２

２月の休室日

の日が休室日です。

七つの会議 

池井戸 潤 著

また あえたね 

David.Ezra.Stein 著

禁断の魔術

東野 圭吾 著

ディズニー サービスの
神様が教えてくれたこと  
鎌田 洋 著

江戸の天文学

中村 士 監

のぞいてごらんのりもの

わだことみ 著

ブーブーブーどこいった

西村 敏雄 著

へいわってどんなこと？

浜田 桂子 著

▼最近区長として処理した柿原産のあらいぐまはそこそこおいしかったそうです

パスポートが埋まるほど採集旅行
　今月のクローズアップは、現在柿原区長を務めている渡
邉高久さんです。渡邉さんは、区長として柿原区と役場を
つなぐパイプ役を務めながら、忙しい合間をぬって蝶やカ
ブトムシ、クワガタなどの標本制作を行なっているそうで
す。標本制作作業を行なう部屋の壁一面には、海外に行
かないと目にすることもできない、とても美しく珍しいも
のが所狭しと並んでいました。

「標本づくりは、小さいころからやっています。誰に教え
られたわけでもなく、すべて独学で身に付けました。私は、
胴に水を入れて形を整え、２週間程度乾燥させて作ってい
ます。完全に乾燥させないと、カビが生えてくるので要注
意です。本格的にやり始めたのは、自分で給料をもらい始
めてからで、40年以上になります。採集から標本づくりが、
人生のほとんどを占めていますし、もうほとんど生きがい
のようなものになっています。海外に採集に行くのですが、
山の上で３日間粘って１匹しか採れなかったことも、今と
なっては懐かしい思い出です。」

「これまで採集の旅をする中で、色んな人に出会い、さま
ざまな物を食べてきましたが、一番印象的だったのはゾウ
やサル、ヘビの肉を食べたことです。引き締まった硬い肉
で野生を感じたので強く記憶に残っています。1人で森の
中に入っていく旅が多く、怖くないかと言われますが、意
外と危なかったことより助けられたことの方が多いので
す。次は、紛争で行けなかったトルコとシリア国境付近に
行って採集したいと思っています。」

渡 邉　高 久さん （柿原）

クローズ・アップ

− the head of a ward − vol .84

　３月に誕生日を迎える３
歳までのお子さんの写真を
募集します。次回の締め切
りは２月15日金です。
※事前にご連絡があれば役
場でも撮影を行えます。
問総務課 広報係
☎63・3000
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◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）
●省エネ生活の勧め【田川市民会館】

　２月24日日　開場：13時

　入場料 ：無料

　内容 ：田川市郡の温暖化防止・省エネ政策を推進し

温暖化防止への機運を盛り上げるため、各市町

村の施策を住民や周辺の自治体へ紹介すること

を目的としています。

　  問県地球温暖化防止活動推進員　☎45・6373

◆川崎町（http://www.town-kawasaki.com/）
●「食の安全」講演会&ワークショップ【川崎町勤労青少年ホーム】

　２月17日日　13時～
　入場料 ：無料　（手話通訳・託児あり）
　内容 ：食に関する正しい知識を知って、食を見直し

賢い消費者になるための講演会とワークショッ
プを開催します。詳しくはお問い合わせくださ
い。※内容は予告なく変更する場合がありますの

でご注意ください

　  問川崎町役場農商観光課　☎72・3000

◆香春町（http://www.town.kawara.fukuoka.jp/）
●ふる里かわら梅まつり【神宮院・高座石寺周辺】

　３月３日日　10時～ 14時　※雨天中止

　内容 ：古くから梅の名所として知られ、平安時代か
らの歴史ある神宮院と高座石寺。この歴史ある
両寺院を舞台に、護摩焚き、民謡やお茶会・和
太鼓の演奏など多彩な催しを行います。ぜひ、
みなさんでお越しください。

　  問香春町観光協会　☎32・2070

■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●発生件数  11 件（136 件）
●死亡者数   0 人（  0 人）
●負傷者数   3 人（ 43 人）

（　）内は平成 24 年の累計

交通事故発生状況（12月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　オレオレ詐欺。犯人は言葉巧みに被
害者をだまします。被害に遭わないた
めに「自分は絶対にだまされない。」など
と思うことのないようにしましょう。

町内犯罪発生状況（12 月中）

種 類 件 数
空き巣・忍び込みなど 0 件
オートバイ・自転車盗 0 件

自動車盗 0 件
部品盗 0 件

車上荒らし 0 件
自動販売機荒らし 0 件
万引き・ひったくり 0 件

 ２月行事予定表  如月
日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 31 １ ２ 情報セキュリティの日

食進会　
(ふれあい弁当作り)

【役場住民集会室 ９時〜】

少年の主張
田川地区大会

【添田町オークホール 
受付９時30分〜】

３ 節分 ４ 立春 ５ ６ ７ 北方領土の日 ８ ９
食進会　
(ふれあい弁当作り)

【役場住民集会室 ９時〜】

心配ごと相談
（人権・行政相談あり）
【視聴覚 10時〜12時】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的 13時30分
〜 14時30分】

健康相談
【視聴覚室 10時〜11時】

10 11 建国記念の日 12 13 14 15 16
食進会
(ふれあい弁当作り)

【役場住民集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

障害者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

17 18 雨水 19 20 旅券の日 21 22 23
母子相談
(対象者個別通知)

【集会室 13時30分
〜 14時30分】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【役場住民集会室 ９時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー研修室
 13時〜 15時

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
(４・７・12ヵ月児

対象者個別通知)
【集会室 13時30分

〜 14時30分】

農業所得収支受付
(大行事地区)

【田川農協大任支所
 ９時〜 15時】

農業所得収支受付
(今任原地区)

【田川農協大任支所
 ９時〜 15時】

24 25 飲酒運転撲滅の日 26 27 28 １ 場 所
食進会
(ふれあい弁当作り)

【役場住民集会室 ９時〜】

心配ごと相談
（女性民生委員が対応）
【視聴覚 10時〜12時】

おおとうマラソン
申し込み締切日

【集会室】
…役場住民集会室

【視聴覚】
…役場視聴覚室

【多目的】
…役場多目的ホール

【公民館】
…大任町公民館

◆
今
月
の
表
紙

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

（平成24年12月末現在）

田川市郡のイベント情報

65 歳未満 65 歳以上 計
男 2,032 人（ー４）   594 人（±０） 2,626 人（ー４）
女 2,022 人（ー６）   977 人（ー２） 2,999 人（ー８）
計 4,054 人（ー 10） 1,571 人（ー２） 5,625 人（ー 12）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,521 世帯（ー５）

★
ギ
リ
ギ
リ
編
集
室

▼
町
長
の
講
演
会
は
、
平
成
24
年
度
に

入
っ
て
３
回
目
。
い
ず
れ
も
資
料
作
成

か
ら
当
日
取
材
ま
で
携
わ
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
内
容
が

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
く
た
め
、
毎

回
つ
い
て
行
く
の
に
一
生
懸
命
な
状
態
で

す（
焦
）▼
サ
ボ
テ
ン
ハ
ウ
ス
で
育
っ
て

い
る
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ（
直
径
11
㎝
長

さ
15
㎝
重
さ
８
２
０ｇ
）を
試
食
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
予

想
外
と
言
う
と
失
礼

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

み
ず
み
ず
し
さ
と
甘

さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。
採
れ
た
て
新
鮮
な
も
の
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
▼
先
月
号
で
寒

い
と
嘆
い
て
い
た
私
で
す
が
、
念
願
か

な
っ
て
、
電
気
毛
布
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ぬ
く
も
り
が
逃
げ

ぬ
よ
う
念
入
り
に
対
策
を
し
て
、
朝
ま

で
暖
か
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。【
由
香
】

　

１
月
23
日
、
お
お
と
う
観
光
農
園
に

お
邪
魔
し
て
、
完
熟
キ
ン
カ
ン
を
撮
影

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
年
は
試
作

段
階
で
、
ハ
ウ
ス
い
っ
ぱ
い
に
実
っ
て
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
格
的
に
実
を

付
け
る
で
あ
ろ
う
来
年
が
楽
し
み
で
す
。

問道の駅おおとう桜街道　☎ 63・4430

　今年も、道の駅おおとう桜街道でもちつき大会を開催。つきたてほ
やほやのもちを配布しますので、ご近所ご家族お誘い合わせの上、ど
しどしご来場ください。
※雨天延期の場合がありますのでご注意ください
■とき　２月３日日　９時～
■ところ　道の駅おおとう桜街道

道の駅でやります
『節分大もちつき大会』

２月３日日　道の駅おおとう桜街道で開催

所得税・住民税
確定申告受付開始
２月18日月〜３月15日金

９時30分〜 16時
多目的ホール

節分大もちつき大会
２月３日日９時〜　

道の駅おおとう桜街道

問大任町教育委員会 社会教育係　☎ 63・2242

　昨年12月レインボーホールで行われた「第25回少年の主張大会」。
この主張大会の中で「和太鼓の仲間と出会って」を発表した大任小学校
６年生の皆川希実さんが、大任町の代表として添田町オークホールで
行われる「第19回少年の主張田川地区大会」で発表します。
■とき　２月２日土　受付：９時30分～　開会：10時～
■ところ　添田町オークホール

第19回少年の主張
田川地区大会開催のお知らせ

２月２日土　添田町オークホールで開催

☆まちのイベント☆
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　新成人を祝う式典「成人式」が、１月14 日、レインボーホールで開催され、今年は
56 人中 42 人の新成人が、華やかな衣装で身を包み町内外から出席しました。
　式典前、ステージ上のスクリーンに中学校時代の写真が映し出されると、懐かしむ
新成人からは笑顔がこぼれていました。式典では、永原町長が「権利を得たら義務が
発生します。社会人として自覚と責任を持ち、大きく成長していってもらいたいと思い
ます。」と新成人を激励。恩師有田優子先生が「大変だと思うけど、しっかり自分の足で
歩んでいってほしいと思います。」と成人した教え子に祝いの言葉を述べました。多くの
人からの祝福と激励の言葉を受けた後、新成人を代表して新野 美穂さん（小林）が記念
品を受け取り、鶴丸 惇さん（皿山）が「今日から皆さまの仲間入りをします。新しい社会
をつくり出す原動力になり、まい進したいと思います。」と謝辞を述べました。
　式典終了後、恩師の中原 佐知子先生や有田先生、久しぶりに再開した友人らと写真
を撮ったり思い出話に花を咲かせたりして、楽しい時間を過ごしていました。人生の大
きな節目となった成人式。かけがえのない故郷の良さを再確認できた、すてきな日となっ
たようです。

①_新成人に心からの祝辞を述べる
有田先生。②_式典終了後ステージ
前で恩師2人をはじめみんなで笑顔
の記念撮影。③_元気いっぱいでは
しゃぎながら中原先生と記念の一枚。
④_こちらもノリノリで記念撮影を
行った新成人たち。⑤_新成人代表
として堂々と謝辞を述べた鶴丸さん。
⑥_式典前に体育会や文化祭、修学
旅行など中学時代の懐かしい写真が
流れ会場は盛り上がっていました。
⑦_緊張した面持ちで記念品を受け
取る新野さん。

祝 二十歳 成人した若者が大集合

①②

③④④

⑤

⑥⑦


